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1）　The Nobel Prize in physiology or medicine 2013. Press release.
2）　Novick P, Schekman R: Secretion and cell-surface growth are blocked in a temperature-
sensitive mutant of Saccharomyces cerevisiae. Proc Natl Acad Sci USA 1979 ; 76:1858-1862.
（出芽酵母の温度感受性変異体では、分泌と細胞表面の成長が阻害される）
3）　Balch WE, Dunphy WG, Braell WA, Rothman JE: Reconstitution of the transport of protein 
between successive compartments of the Golgi measured by the coupled incorporation of 
N-acetylglucosamine. Cell 1984 ; 39:405-416.（N- アセチルグルコサミンの共役組込みによって測定
した、ゴルジ装置の連続的な隔室間におけるタンパク質輸送の再構成）
4）　Perin MS, Fried VA, Mignery GA, Jahn R, Südhof TC: Phospholipid binding by a synaptic 
vesicle protein homologous to the regulatory region of protein kinase C. Nature 1990; 345:260-
263.（プロテインキナーゼＣの調節領域に相同なシナプス小胞タンパク質によるリン脂質結合）












が発生する2）。Englert と Brout は、この粒子とゲージ場（例えば電磁場）との相互作用
を用いて、質量を獲得した粒子に南部・Goldstone 粒子が吸収されることを発見した3）。
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を用いて、ATLAS と CMSの 2つの国際チームが独立にHiggs 粒子の探査を行ってき
た。ATLAS には多くの日本人研究者も参加し、またその中核となる検出器には浜松ホ
トニクスの SSD（シリコンストリップディテクター）ならびに光電子増倍管が使用され
た。さらに日本企業 15 社がATLAS、CMS、LHCに貢献した。Higgs 粒子は、発生後
直ちに、複数のモードで崩壊する。例えば、2個のγ線への崩壊や、弱い力を媒介する 2
種類のウィークボゾンを経由して 4個のレプトン（電子など）への崩壊である。2012 年





1）　“Scientiﬁ c Background on the Nobel Prize in Physics 2013” Nobelprize.org. 8 Oct 2013：
    http://www.nobelprize.org/nobel_prizes/physics/laureates/2013/advanced-physicsprize2013.pdf
2）　Y. Nambu, “Quasi-Particles and Gauge Invariance in the Theory of Superconductivity,” Phys. 
Rev. 117, 648 (1960)
3）　F. Englert and R. Brout, “Broken Symmetry and the Mass of the Gauge Vector Mesons,” Phys. 
Rev. Lett. 13, 321 (1964)
4）　P.W. Higgs, “Broken Symmetry and the Mass of the Gauge Bossons,” Phys. Rev. Lett. 13, 508 
(1964)
5）　“CERN experiments observe particle consistent with long-sought Higgs boson,” CERN press 
oﬃ  ce, 2012 Jul. 4：http://press.web.cern.ch/press-releases/2012/07/cern-experiments-observe-
particle-consistent-long-sought-higgs-boson および科学技術動向No.131, 2012 年 9・10 月 p.8
「CERNがヒッグス粒子探査の最新状況を発表」
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1）　"The Nobel Prize in Chemistry 2013 - Press Release". Nobelprize.org. Nobel Media AB 2013. 
Web. 22 Oct 2013.：http://www.nobelprize.org/nobel_prizes/chemistry/laureates/2013/press.html
2）　2013 ノーベル化学賞解説講演会「理論化学者の生命へのアプローチ：人、エポック、大河の流
れへ～」, 第 3 回 CSJ 化学フェスタ 2013 , 2013 年 10 月 21 日 , タワーホール船堀 .












STT140_ノーヘ�ル賞記事web用4C.indd   8 13/11/22   10:16
9欧州のハイパフォーマンスコンピューティング戦略とその実現に向けた動き












　ECは、2012 年に「High-Performance Computing: 
Europe's place in a Global Race」1）にて、「欧州
は HPC のアプリケーション、および高度なソフ
トウェア・サービスの開発に強さを持っているに
もかかわらず、EU の HPC サプライヤの 2009 年
の市場シェアは 4.3% しかない。ほとんどの EU
の HPC メーカーは姿を消しており、米国製のスー









　そして、EC の DG CONNECT e-infrastructure
の部門長は、2013年 6月 16日に開催されたPRACE 
Scientific Conference での「High Performance 
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出典：参考文献 3を基に科学技術動向研究センターにて作成
図表 1　欧州と主要HPC国別の性能推移（過去 10 年間）
　図表 1に過去 10 年の TOP500 リストにみる欧州
と主要HPC国別のHPCシステムの性能合計の推
移を示す。ここで性能は、LINPACKベンチマーク


























年 11 月時点）で第 1 位の Titan（オークリッジ
国立研究所）をはじめトップ 10 に 4 システムが
入っており、2012 年だけでエクサスケールのため
に 1 億 2600 万ドルを投資し、2016 年までに 2 つ





TOP500（2013 年 6 月発行）での第 1 位システム
（約 50 ペタ FLOPS の Tianhe-2）を所有し、2015
年までに 2 つの 100 ペタ FLOPS システムの開発
を計画している。
　日本は、TOP500 で第 3 位（2012 年 11 月時点）
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　ECは、前記の 2012 年の報告書 1）を欧州議会、
欧州理事会、欧州経済社会委員会と地域委員会に
提出している。その内容に対し、Competitiveness 
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欧州のハイパフォーマンスコンピューティング戦略とその実現に向けた動き





































ムの合計ピーク性能値は約 13 ペタ FLOPS となっ
ており、2010 年以降でこれらのシステムの 50 億時
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　EC の DG Information Society は、米国の調査
会社である IDC に欧州におけるHPC 戦略の調査

























　前記の EC が提出した報告書 1）の具体化に向け、
2012 年 10 月 18 日に EC 主催によるワークショッ
プが開催されて、約 15 人の HPC コミュニティの
代表者が参加し、CoE の目的、役割、デザイン、
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　EC が検討中の HPC 戦略の特徴は、欧州が優
位性ありと認識しているソフトウェア面だけでな
く、HPC サプライチェーン全域に渡る活性化を
1）　EUROPEAN COMMISSION「High-Performance Computing: Europe's place in a Global Race」、
　　Brussels, 15. 2. 2012 COM（2012） 45 ﬁ nal
2）　Kostas Glinos, Head of Unit, eInfrastructures, European Commission 「High Performance Computing: implementing 
the strategy 」2013 年 6 月 16 日、PRACE Scientiﬁ c Conference
3）　TOP500：http://www.top500.org/
4）　「Conclusions on 'High Performance Computing: Europe's place in a Global Race'」、3242nd COMPETITIVENESS 
（Internal Market, Industry, Research and Space） Council meeting Brussels, 29 and 30 May 2013
5）　ETP4HPC：http://www.etp4hpc.eu/about-us/who-we-are/
6）　ETP4HPC Strategic Research Agenda Achieving HPC leadership in Europe：
　　http://www.etp4hpc.eu/wp-content/uploads/2013/06/ETP4HPC_book_singlePage.pdf
7）　野村稔「欧州におけるペタスケールコンピューティングの動向」科学技術動向、No.79、2007 年 10 月号
8）　Sergi Girona, Chair of the Board of Directors and Managing Director, PRACE
　　「Partnership for Advanced Computing in Europe」2013 年 6 月 16 日、PRACE Scientiﬁ c Conference
9）　HPC-Centres of Excellence Workshop、2012 年 10 月 18 日：
　　http://cordis.europa.eu/fp7/ict/e-infrastructure/docs/hpc-report-ﬁ nal.pdf
10） EUROPEAN COMMISSION 「Public-private partnerships in Horizon 2020： a powerful toolto deliver on innovation 
and growth in Europe」、Brussels, 10. 7. 2013 COM（2013） 494 ﬁ nal
11） A Strategic Agenda for European Leadership in Supercomputing: HPC 2020 ̶ IDC Final Report of the HPC Study 
for the DG Information Society of the European Commission
12） PRACE Special Report「Supercomputers for all - The next frontier for high performance computing」、











STT140_レポート1.indd   15 13/11/22   10:13

















ルサイネージの国内市場は、2012 年は 823 億円で、












































計 79 台が設置されている（図表 2）。3 月 11 日の












以後 1 週間 NHK 放送を続けた。その後も NHK の
地震関連ニュースを配信し続けたが、3 月 22 日以












年の約 6.8 億ドルが 2015 年には倍増すると予測さ





























































































る。2011 年 3 月に ITU の委員会において、日本の
メーカーからの共同提案により標準化作業が開始





団体である W3C（World Wide Web Consortium）
フォーラムでは、日本人を議長とする Web‒based 
Signage Business Group を新設、標準化に向けた











































































































13）ITU‒T H.780:”Digital signage : Service requirements and IPTV‒based architecture”







21）内閣府、「科学技術イノベーション総合戦略～新次元日本創造への挑戦～」（2013 年 6 月 7 日閣議決定）：
　　http://www8.cao.go.jp/cstp/sogosenryaku/honbun.pdf
22）市口恒雄、「電子黒板（インタラクティブ・ホワイトボード）導入による教育の ICT 化に向けて」、科学技術動向、
2013 年 10 月号、p17
執筆者プロフィール
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において IFが 4.5 を超えていた論文誌は、総じてそ
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　　　  系学術論文誌における IF の変遷注3）
注1　Impact factor （IF）: 情報サービス企業であるトムソン・ロイターから発刊される学術誌評価分析ツール
Journal Citation Reports が提供する論文誌のパフォーマンス指標であり、特定の 1年間において、ある学
術誌に掲載された論文の平均引用数として定義される。例えば、2013 年の IF は、直前 2年間のデータを使っ
て、次式で算出される。
IF（2013 年）= 2011 － 2012 年に Aという学術誌に掲載された論文が、2013 年中に引用された総被引用
回数／ 2011 － 2012 年に学術誌Aが掲載した論文総数
注2　学会または出版社によっては、シニアエディターとも呼ばれる。
注3　ナノテク材料系論文誌には、ISI Web of Knowledge において、Materials Science 分野に分類され
ている学術論文誌に加え、特にナノテク関連論文が多数掲載されている次の論文誌を加えた : ACS 
Applied Materials & Interfaces, Advances in Chemistry, Analytical Chemistry, Bioconjugate Chemistry, 
Biomacromolecules, Inorganic Chemistry, Journal of the American Chemical Society, The Journal of 
Physical Chemistry A, The Journal of Physical Chemistry B, The Journal of Physical Chemistry C, The 
Journal of Physical Chemistry Letters, Langmuir, Macromolecules, Chemical Communications, Physical 
Chemistry Chemical Physics, Lab on Chip, RSC Advances, Soft Matter, Green Chemistry, Nanoscale, 































も影響力のある学術論文誌」の一つ Journal of the 
American Chemical Society 誌では、24 名が米国か
ら、そして日本、ドイツ、フランス、韓国、サウジ
アラビアから 1名ずつ、計 29 名のチーフおよびア
ソシエイトエディターにより当該論文誌に関する
全てが決定される。図表 3では、ACSと RSCにおけ
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るナノテク・材料系学術論文誌のアソシエイトエ
ディター数を地域別さらには国別で比較する。ACS












































































告書」日本学術会議国際協力常置委員会編　平成 15 年 7月 15 日出版より抜粋）
3 学会または出版社の取り組み
4 論文誌運営業務への参画に向けた各国の取り組み
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れている。2013 年度（2013 年 4 月 1 日～ 2014 年 3















　2013 年 11 月 5 日に打ち上げられた火星探査機
「Mangalyaan」は 2014 年 9 月にアジア初の火星周回
軌道投入を目指している。
図表 1　インドの宇宙予算（単位：百万ルピー）




年度  当初予算 
地球観測 
予算内訳 
第 11 次 
2009 49,590　     10,410 
2010 57,780　     11,553 
2011 66,260　     11,001 
第 12 次 
2012 67,150    　 10,809 

















ンター（National Remote Sensing Center：NRSC）3）、
東西南北および中央の 5 箇所の地域リモートセンシ
ングセンター（Regional Remote Sensing Center：
RRSC）、地理空間情報システム（GIS）と連携した
地球観測応用の教育を行うインドリモートセンシ
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インドの地球観測活動の方向性―持続可能な資源利用に貢献する世界有数の地球観測衛星群―













観測運用 地上局で受信 加工・製品化 情報配信 最終利用者 
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図表 4　インドの主要な地球観測衛星の運用状況（2013 年 10 月 1 日現在）












IRS-P3 以前 1980 年 7 月 光学 25m-100m ISRO 10 0 
Resourcesat 2003 年 10 月 光学 5.8m ISRO 2 1 
Cartosat 2005 年 5 月 光学 1m ISRO 4 4 
RISAT-2 2009 年 4 月 SAR* 3-8m ISRO/IAI* 1 1 
RISAT-1 2012 年 4 月 SAR 3-6m ISRO 1 1 
海洋 
Oceansat 1999 年 5 月 光学 200-300m ISRO/ASI* 2 1 
SARAL  2013 年 2 月 高度計   - ISRO/CNES* 1 1 
大気 Megha-Tropiques 2011 年 10 月 光学 40km ISRO/CNES 1 1 
気象 
Insat-1B～3A 1983 年 8 月 光学 1km-8km ISRO 8 1 
Kalpana-1 2002 年 9 月 光学 1km-8km ISRO 1 1 
Insat-3D 2013 年 7 月 光学 1km-4km ISRO 1 1 
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（INCOIS）がインドの「第 11 次 5 ケ年計画」期間
（2007 年度～ 2011 年度）中に実施した「ChloroGIN
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5）　地球科学省（Ministry of Earth Science：MoES）のウェブサイト：http://dod.nic.in/
6）　インド気象局（India Meteorological Department：IMD）のウェブサイト：http://www.imd.gov.in/
7）　国立海洋情報サービスセンター（Indian National Center of Ocean Information Service：INCOIS）のウェブサイト：
http://www.incois.gov.in/
8）　環境森林省（Ministry of Environment and Foresty：MoEF）のウェブサイト：http://envfor.nic.in/
9）　インドのデータポリシー（RSDP-2011）：http://www.isro.org/news/pdf/RSDP-2011.pdf
10）  微細藻類（マイクロアルジェ）が開く未来、鷲見芳彦、科学技術動向 2009 年 9 月号
11）  ChloroGIN のウェブサイト：http://www.incois.gov.in/Incois/ChloroGIN.jsp
12）  Detection and Monitoring of HAB:Remote Sensing Component & in situ eﬀ orts：
http://www.incois.gov.in/Incois/Detection_and_Monitoring_of_HAB-Phase-I.pdf









































STT140_レポート4web用.indd   34 13/11/22   10:23
